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算数科におげる｢教科書の活かし方」 に関す遥調査研究
！
農津悪
はじめに 照
算数の研究会で授業研究が行われるとき、ほとんどの場合、教科書の教材ではなく指
導者が新たに開発した教材を用いて指導力瀝關される。これは研究会としてはまことに
素晴らしいことであり、誰にでも簡単にできることではない。しかしながら、新しく教
師になった算数科を専門に研究していない者にとっては、上記のような指導の前段階と
して、教科書の教材をいかに効果的に指導したらよいか、その研究をすることが大変霞
要なことと考えられる。最も蕊本的な教材であり、主たる教材である教科響で指導する
際に、教師として教材をどのように活かしたらよいかがまず問われることとなる。授業
として要求される蕊礎・鵜木となる竺鯏jを「教科讓の生かし方」の研究を通して身に付
けることによって次の段階に発展し熟やがて冒頭に述べたような指導力河能にな為もの
と考える。そうであるべき筈であるのだが鷺なかなか職科審を活かす」に関する研究
は少ない。いや、ほとんどないというの絢観状といってよい。
元来、教科醤は多くの時間と多くの研究や実践の集積の上に検討され、研究し尽くし
て作成されたものであり、さまざまな良さがある。同時にページ数粒どの関係で制約を
受けざるを得ない側面もあるであろう。それらの騨柄を熟知した上で、教科轡を使用す
るだけでなく、それを活かした指導をいかに展開するか、それは教師に課せられた教材研
究の問題であり、指導の問題でもある。
まず、教科霧の単元展開の基本的な考え方や学習過程の筋道を理解した上で、さまざ
まな創意エ夫が考えられよう．例えば、導入の情景図では教科藩をそのまま便粥するの
ではなく、単元名を除いた拡大図を示した方がよい場合もある。また、さまざまな子供
の考えを出させたい時には、教科醤に示される例示の扱い催話し合いの後のほうが適切
であろう｡更にいくつかの賛料の中から規則性や関係を発｣;iLさせる場命には、教科譜か
ら離れてまず富力で挑戦し､解決させることが望ましい。その際､既習事項のどのような
事jiiiiがここで有効に機能したらよいのか、予め教師ば明らかにしておく必要があろう。
したがって、鍵本的には教科醤をいつ、どのような状況下で開かせるか、扱う順序や
4６ ｢１１
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ﾝグをどう工夫するかを教師は指導過程との関係で刺断することが璽喪になる。 靭撹タイミ
教科書巻活かすとはかなり研究を霞ねなければ実現できることでは蔵い゜言い換えれば、
しかし、このことは､子供のために実現しなければならないのである。
教科書は、学習指導要領の改訂がなされた場合はもちろんのこと、一定の期間を経る
ごとに改定される。時を経てよりよい方向へ改定されてきているのである。しかし、内
浄
路
容の改定･改善が図られろとともに､一方ではそれを使いこなす､いわば活かし方という
実際面が研究され､教瀧壗は主たる教材としての使命を一層発揮できるのである。
そこで、具体的に教科響の活かし方を研究するに灘たっての基本的な考え方を以下の
ミ
ようにとらえた。 暖
算数科で採択（１）教科醤の内容に関連した取り扱い方、蕊かし方の研究であるから、
の対象となっている６社の教科響を公平に取り扱うことを原則とする。
（２）各社ともそれぞれ特色を持ちながら、最善の教科書が作成されているという大前
提に立って、あくまでも日常、学校で術われている算数の授業がより充実して艘認され
ること謹主眼とする。
（３）授業における導入、展開、終末のどの段階であっても、教科篝を活かすという観
点は考えられる。そこで授業展開を計画する際、いずれかの段階を中心に取り上げて扱
い方の例を示すという立場をとった。それは軽授業の流れの中で、ある特定の場面を中
心に霧察した方が特徴付けられると考えたからである。
（４）算数科の授業の場合でも､意欲･関心を高め、児童の実態に馴叱たわかりやすい授
業を展開するには､教蒋醤教材を十分に研究･検討した末、一都教材を工夫したり、展開
指導の創意二K:夫を行うことである。このよう蔵ことは当の方法・手順を変えたりして、指導の創意弧含
然なことであ愚が、ここでは、それとは別に、 教頴辮教材･を教科書に沿って展開すると
いう立場に立っての扱いを示すこととした。
その中のいく(5)教科醤の活かし方のすべてを網羅するすることは不可龍であるが、
っかを実践的に示すこととした。併せて仮説の検証を翻った。
さらに教科醤の活かし方に関す
われは「能力検査・教授課題及
dYa1ow,1982）の論文を－つの
以上のように研究の蕊本的な考え方をとらえた上で、
ろ調査研究の基本的な観点；患f次のようＩこ見鯛した。 われ I
E2ndYa1ow，び想定される検査と課題との間の関係」（Snow,Ｒ、
参考にした。Ｓｎｏｗらは､それによって、授業または教育内容はバランスよく織成されね
ばならないとする。この四つの護素とは
①直接のドリルと練習
②伝統的な講義・復習
③機能的・発見的方法
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④オープン法（いわし，》ろ現下の問題解決の学習方法）である。
このほかに、現認Eの算数教育のかかえる課題や数学的な考え方を定着させるための研
究等を加1床して、後述するような６つの観点を織成した。
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F教科書の活かし方」Ｉ． に関する調査研究の基本的観点
調査研究の基本的観点の設定に関しては露めて重要な事項であるので、先に述べた
Snowらの研究になる四つの要素のほか今日における算数教育の課題や数学的な考え方
の重要性粒どを加味して十分に検討した結果、次のような観点を定めることとした｡
伊〆伊皖⑬。
【． ドリルや練習によって知識や技能を身に付ける
(1)本観点の教育的意義
算数科における学力評価の観点として、［関心､意欲､態度]、［数学的な考え方]、［議
現、処翻（技能）及び［知識、理解］がある。特に､思考力、判断力、表現力、想像力、
創造力等を支えている－つがこの知識､技能であるといってよい。それは、基礎.蕊本が
確実に定着していればそれ力漕効に機能し､思堵や判断のよりどころとなるからである。
これからの時代に求められる樹ら学び自ら考え、判断して主体的に行動できる学力の
基盤として、確かな知識や技能は－慰霊視されなければならない。同時に、知識が考え
や判断のよりどころとして機能するように配慮しながら、鰯より質に重点を置いた指導
が望まれる。
(Z） 算数科の闘標から見た重要性
確かな知識や技能力露盤となって､新しい発想や考え方力注まれることから考えると、
蕊礎・基本が活用できるように定着していることが求噛られる。そのためには、蝿識や
技能が独立して存癖するのではなく、一連の学習過程の考えに沿って、児童に定籍して
いることである。例えば、整数の加法であれば、加法という演算の意味について、合併
や増加の場の学習を適して、それを統合して下方の意味理解を翻ることが大切である。
また、一位数同士の繰り上がりのある加法では、式と興体的較場が相互に関連つけられ
ること、また、この計算結果を求めるために、既習の考えや原理に立って､繰り上がりの
加法が計算できること、やがて加法の式を見て、瞬時に加法九九の結果が言えることな
どが一連のものとなる。このような学習の中で､計算についての知識や技能を定着させ
ることが重要でであ愚。
(3)教科書を活かす指導の工夫
①兜童に自ら考えさせるために
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預蛤粉秒
復習|鰯題など数多く練習やドリルの場が教羅臘;には､展開の中の適用問題覇練習問題、
ことができるよう､学習窓それらを児童が主体的lこ技能を篇めていく用意されている．
欲のHi7から工夫する』iXI要がある。
技能力轤実に身に付くことの鬮信、具体的な場に活用できた醤び、教師と友達と獄じ
結果を出せた充実感､どれも尭答できた充実感､腿確に驚然と仕上げられた成就感等、こ
たとえば、計算の技能について同類れらは学習に対する意欲の高揚巻促すことになる。 ｎ
句
腕
の問題を反復練習するだけでなく、具体的な場赫への適用や獅題解決として発展的に技
能巖活用できることなどを通して、計算技能が極あて便利であり有益粒ものであるとい
う有用性を噸幕させることが学習意欲を高め、自ら譜える態度に発展する。そのために
は、鑓的にねらわず、質的な技能の習熟が求められる。
②授業の創意エ夫を図るために
ドリルや練習lこ関連する内容が出てくるのは、導入に続く解説ページ、その過程での
適用場面、練習、復習などである。この解説ページと練習とを切り離して湾えるのでな
〈、ドリルや練習は解説ページでの紫習の必然性、解決の工夫やアイデア、潤魑解決の
考え方などと、必要に応じてフィードバックして取り扱うことによって、ドリルや練習
の幅が一層広がるものと考えられる。この技能はいかに有用葱ものか、どのような処理
の良さがあるのかが徐々に蝋確になってくるｃ
また、このことによって、ドリルや練習の成果を具体的な場を通して児寵臘身が実感
することができるのである。それはやがて活用し、生きて鋤かせる意味でも役割は大き
い。児童一人一人が簸着を図らなければならない鑑礎・基本としての知識や技能の指螂
に－鰯柔軟な鰯を持たせるよう、教[Ｍ１の創意工夫が期待される。
２．筋造立てて考えて理解を深め、思考力を高める
(1)本観点の教育的意義
事象の考察に当たって大切放ことば、 瞳分なりの見通しを持って筋道立てて考える二
とである。蕊通しを持ったり、筋道立てて考えたりする際には蕊その前提としてよりど
ころが必要Ｉこなろ。児童はこれまでに学習した事柄や考え方､学習経験などを熱にして、
判断し、推論して一定の考えに辿り慧〈。その際帰納したり、演緤したり、類推したり
しながら考えを進tもていくのである。日常生活において、問題を解決したり、蕊鰄を判
断したりする場合、よりどころを明確にし種がら、順|辮良〈、筋道立てて説明し、伝達
することは思考力を高める上で欠くことのできないものである。
(2)算数科の目標から見た重要性
筋道立てて老えることは録算数科の目標の重要なポイントの一つである。それは、罫Ｉ
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象の考察に際して、結果の見通しを持ったり、方法の見通しを持ったりしながら、筋道
立てて考え、判断し、推論することは、数学的な考え方の重要な側面であるからである。
特に、筋道立てて考えることについては、既習の複数の類似す息事例から一般的な法
則や決まりを見鋼す帰納の考え、既習の勤鞆から順次推論し、あ易一定の結築に辿り着
くifi鱗の譜え、既習の事柄と類似の事柄について、同じような内容や方法力域り逆つと
推論する類推の考えなどがある⑤
⑰
⑪
月
この帰納、演緤、類推いずれについても、既習事項の事柄が－つのよりどころとなっ
ているのである。筋道立てて譜えることは､蕊礎的･基本的な事項謹基にして考えを進め
ることであい算数では極めて霞要な視点であると篝える。
(3)教科醤を活かす授業の工夫 輯』』悪
①児電腱自ら考えさせ高た砲に
単元全体でＭ蝉元の場合でも、その展開には一つの学習の過程があり、脈絡がつい
てまとまっている。これについては、教師は事前に十分把握しておく必要がある。これ
を児童の側から見れば、学習の筋道にも譜たるところであり、当然、筋道立てた考え方
と関わってくる。そのllKiで、前提と蹴る考え方のよりどころは何か、灘礎．基本はどれ
かなど予め明確にとらえておく蕊が重要である。さらに、児童に考えを発表させるなど
の場では、児童の考えを-|-分に鶴き、その中で何をよりどころにしているのか、どのよ
うに考えを進めているのか、何を根拠に判断しているのかな菖をとらえておく。その上
で教師は、筋道立てた考えや説明、判断などを他の児童にも気付かせ、また分かりやす
く補足説l塊することも大切である。こうして、児薫自身に筋道旗てて溝えさせる学習経
験を実感させたい。
②授業の創懲工夫を図ろために
教科醤の使い方との関係で、授業展開に工夫を施すことも箪要である。教科鍔は十分
研究を重ねて作成されている。例えば、ページによっては、課題意識を高揚し、それを
中心に話し合い、解決のアイデアを見出させようとする動機付けのものもある。ここに
時間をかけるのは､後で多様な解決法やアイデアを出させたいためiである。したがって、
次のページも同時に見せたとすると、解決のアイデアを闇ら考えることなく、教科醤で
簡単腱結果を鏑ってしまうこととなる。
こうしたことから、醤ページのねらいが生かされるように、ある一定の時間、教科醤
を扱った後は閉じさせる、学習のまとめは学習過蕊に沿って考え方をまとめるなど、教
科醤の多様な活かし方を工夫したい。それには、教iIiliが教科醤のねらいと内容を十分に
槌握しておくことである。
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(1)本譲点の教育的意義
これからの時代にあって、知識や技能を児童が受容するだけで愈〈、むしろj)iii童が具
体的に学習に取り総み、新たな事柄を発見することが求められる。あるいは、また、こ
れまで既知のいくつかの事柄から、より一般的に成立する内容を見出すことば重要なこ
とである。それらの原理、原則、決まりは、すでに世の中一般には蟻られていることで
あり、発見ではないが、児璽の学習や学習体験としては、かって人類が発見したものと
；
同じ程驚きと感動を得るものと言ってよい。
奥はそのあたりにあるといってよいのである。数学的な考え方のねらいも、
(2)算数科の翻標から見た璽要性
間題に直翻したとき、既習事項を基胆自 イデアによって翻新しい事柄を灘
例えば、既習のいくつかの事柄や
ら霧えたア アによって、
き出すことは算数の学習にとって重要なことであるじ
関係を一つ一つ検討して、より一般的に成り立つ関係を発見することや、伴って変わる
二つの変霞を関数的に考察することによって、新しい原理、法則を発見することである。
このように自主的、合理的に考え穏蕊柄護簡潔・明確にとらえ、よりすぐれた霧え方
いわゆる数学的液考え方を身に制けることができるのである。に迫ることによって閾
帰納的、発見的Ｉこ考察して、学習内容に関する新しい発見をすることは、児童にとっ
てはまさに大きな発見謹したことであり、学習することの喜びであるとともに、感動を
縁えるものである。このような学習経験をすることは、数学的較湾えを養う_上で極めて
電鍵な要件といえる。
(3)教科鑿を活かす指導のエ夫
①児童に自ら考えさせるために
学習問題が児童にとって魅力的なものである必児童に意欲的に学習させるためには、
要がある。そういう意味では教科譜の；
に述べたように悪児童自身に発見させ」
は効果的である。
ういう意味では教科譜の簡題は、十分に検討されているものである。すで
うに竃児童自身に発見させる場面が多い点では、教科霧の問題を提示するの
この解決過穏で児童の多様な考えを駕かに出させ、その考えの吟味・検討の中で、規
則や決まりがあることに気付かせることは、児箪の発見的な驚きを誘うものであり、感
動的葱学習場面とも粒ろ。また、数学的な学習の楽しさや算数の本質に触れる感動体験
とも言える。こうした学習体験をすることによって、職内したり、発見したりすること
それは数学崎な霧え方を身体を通して学んだこの算数の｢よさ｣を体得することになり、
とになる。
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②授業の創意工夫を図ろために
帰納的に考察したり、 発見的に考えたりする場面はさまざまあるが、 関数的愈教材は ；
その典型とも言える。 また、 里の教材は中学年から取り上げるにはふさわしい教材であ
ろう。関数の問題で､２つの変量の間の関係を考察する際蕊初めは素朴な段階で惑いつく
ままに網羅されて〈烏。そのうち、図解、順序対、対応表粒どで整理してみよう、順序
よく並べてみようと気付いていく。この中から、常に成り立っている法恥に気付き、そ
れは数が大きくなったときにも言えることを発見していく。
この発見の過程は、時間を十分かけて到達するものであるが、この法則や決まりの発
見に留まらず篭学習や考察の筋道を単元を通して辿ってみる泌蕊がある。どのよう種筋
道を経て結果に辿り着いたのか、どのようなアイデア力瘤効に鋤いたのか、それは帰納
的鴬発見的粒学習の良さはもとより、数学的な考え方のよさを感得することになるから
である。
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4．児童の着想、 発想をより豊かにして、 問題解決に挑む
(1)本観点の教育的意義
当面する解決すべき課題について、勵己の持てるすべての力を投入して、闇力で解決
を図ろうとする学習態度は、これからの生涯学習社会に縦きる児麓にとって、欠くこと
のできない必須の条件であるといってよい。
このような課題の解決の過穣において、蕊礎･基本を身に付ける過程での着想や発想、
あるいは、既習の基礎･基本を活用した着想や発想などによって箔より合理的で、簡潔・
明確な結果を生み出すことができる。
このように基礎的・鵜木的較原理や法則をよりどころとして、創造的・発展的な適究
態度は｢生きる力｣として重要であると同時に、算数教育にとってもりill侍される能力、態
度であるといえる。
(2)算数教育の目灘から見た重要性
算数の課題を解決するときの着想や発想は愈何もないところに生まれることはない。
数学的なアイデア、着想は算数の｢よさ｣の中から生まれる。言い換えれば、算数のもつ
『数理的な処理のよさ｣といえる。算数の知識や技能を薦用すると能率的に処理できる、
算数で学習した手法を舸いると複雑なものが簡潔・明確にとらえることができる。一見
これまで学習したものが個々バラバラに見えても、ある観点から見ると一つのものに銃
－されてしまうなどのよさがある。
このような｢数理的なよさ｣を貫常の授業の中で定醤させれば、それがよりどころとな
て、数学的な着想や発想となるのである。このように｢数理的な処理のよさ｣の体得とﾛつ
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これを十分lこ承知した日徽結びついて、算数の着想や発想が鶴まれるわけであるから、 ：
の授業展開が期待される。
(3)教科霧を活かす指導の工夫
①児童自ら考えさせるために
うとする閥題目体、魅力鏑である連児童が自ら考えようとするためには、その毒えよ 例協
らに！):蟻i薗身力独習の学習を通して、 算数の考えをとはいうまでもない。その上で、さ
活用することや数学的趣処理の仕方の｢よさ｣を体得していることである。
このよう較中で思考の時間を十分与えれば､児薫は多様な蔚想や発想を出してくれる。
しかし、常に望ましいアイデアが出るとは限らない。その折には餡教科響の中に示され
ているアイデア、着想・発想も視野に入れて、一謄旗〈煮えさせたい。このことは、蝿
大きな姉値のあることである。議の発想の視野醤拡大することで、
さらに重要なことは、着想や発想によってよりすばらしい、合理的な解決ができたこ
そのように算数を追究することの楽しさ、重要性を体得させることである。との実感や、
②授業の創意工夫を図るため腱
すでに強調したようＩこ、「数理的な処理のよさ｣を児寵自身が体得することによって、
それは、禰題解決に当たっての謹想や発想と救って表れる。これも数学的蔵考え方とし
で為態度iHiの重要性に相当するものである。
吟|味・検自力での解Zi(で多様なアイデアを出させた末、問題解決の過程を見るとき、
討の果て、よりよい解決の仕方、学習のまとめに到達する。職終的に学習の課題が解決
その前提には児謹の豊かな着想や発想が存荘した。 さらにさかのぼれば、できたとき、
その背景には、 ｢数理的な処理のよさ』が児童によく身に付いていたことになる。 この一
授業の中でその蓄え連の関係をとらえ蔵がら、教科響の単元腱開の流れを深く理解し、
を適宜識調して取り扱うことは意義が大きい。
問題解決のまた、学習のまとめの段階で、
楽しさを味わわせたい。
授業の展開過程を児薗に振り返らせながら、
夢習課題の活用と基礎・基本の転移によって問題解決を筐る５．
(1)本観点の教育的意義
これからの時
蕊輌は蕊諜懸
既に学習した瀦容を基にして、 断しい問題や課題を解決できることは、
この重要な既習事項は罰代を生きる児篭に求められる｢生きる力｣の一つと言える。
篭の解決に活翻されてはじめて、
ればなら救い。
他の騨象の解決に有効に雛かされたりするものでなけ
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ソ基礎・基本腫望ましい形で児蕊に定議してい】ＩTば、 既習の事橘が新しい問題状況を解
決するのに有効に生かされるのである。
このように、蕊礎･溌水については、その後の学習に有効に活用できる定着のさせ方、
指導方法jii状きく関わってくるのである。
(2)算数科の目標から見た霊襲性
繍礎・基本となる巍噴では、例えば、加減乗除の計算ができるだけでなく、それぞれ
の式の意味の理解ができていること、また、求積公式であれば、公式力毯まれる考え方
や既習の考えの適用、図形の必要な個所を自ら洲達して計鐵できること、さらに垂直や
平行の概念であれば、具体的な図形の中でそれを撮摘し爵自分のことばで説明し、鑿く
ことができるなどが寵要である。このように、定着したことが他の騨象に活用できるよ
うに深まっていなければ粒らない。実際の場iliiiに有効に活陥されるには、知識・技能と
して与えればよいのではなく、塔え方や湾察、学習の仕方として身に付いている必饗が
ある。
このように、算数科における基礎・基本に関して重要なことは、有効に活用できるよ
うな学習のまとめ方を授業の中でいかに行うかであい思考力や判麟力、ものの見方が
広がるような指導が期待される。
(3)教科醤を活かす指導の工夫
①児童に自ら考えさせるために
児童に意欲的な学習をさせ、その内容を深く理解させるため腱は、教師自身が教材の
理解を深塗る必要があることはいうまでもな(jwoその意畷からいうと、鱸元の内容に関
する指導系統を-|-分に調べ、同時に、
を中心に何を毒えさせ、気付かせる７
たい。
教科轡の艘開の過穣と筋道を十分に理解し、 どこ
気付かせるかなど、 適切かつ柔軟蔵指導が鞠能なように準備し
本単元が5年轆のものであれば､5年蝿lこなってからの既習事項は何か、さらに4Ai::生以
前の学習丙容ではどのような事項が存在するのか、欲を言えば、￥噸のチェックに終始
しないで、どのよう放塔え方が学習されているのか芯どを洗いM:iしておくことが重要で
ある。そのことを指導者力顕知しているか否かは、憧接、授業の具体的な場で適時適切
な指導ができるかどうかになって戻ってくるのである。
②授業の創意工夫を図ろために
教科書の学習課題は、その表現、数値、複数示されている数値のIlEi序、問いかけの壮
方等、多湾的に研究・検討した結果、最終的に取り上げられているものである。
したがって竃教師は、導入の場翻軽潤いかけ、学習課題について、その指導の方針や
意向を十分に承知して指導することが大切である。この場合は、教科霧の課題等を直撲
息彊 [９］
in
｢教科書の活かし方」に関する調査研究境教科におけ患 1$
13生かした場合である。
これから教師が指導しようとしている学習課題を、 既に児童が家庭等の場で学一方、
習して承知していることがある。特に、そこで児蕊腱初めて気付かせたい数学崎なアイ
デアや想起させたい基礎・基本趣ど、ある程度学習している場合がある。このような時
には、児童に主体的な学習をさせるた趙、教科書の課題を底ン卜に、同じねらいが達故
できる課題を教師が作成して提示することはかなり効果約である。
学習1こお廿る課題追究過程の全容をとらえ、 問題解決能力巻高める６． 兜
(1)本観点の教菅的意義
問題解決の段階には、課篭に対する問題意識、解決の見通し、自力解決、検討・吟味、
学習のまとめ粒どがある。各段階は蕊それぞれ重要な意味があり電灘題解決において大
切な役割を果たしている。しかし、問題解決力騒終的に求められるのは、一連の段階を
連続的にまとめて追究し、解決に筆ろ全過程である。この一連の筋道立てた展開の流れ
の中で、各段階が意味付･けられている。
このように、問題解決の能力を児童に篭籍させるためには、 課題追究の全過程を頭に
描き、その筋道を消化することである｡
（２）算数科の目標から見た重要性
それは必ず次の叛しい場腫に生かされる。
既に述べたように、聞題解決の過程にはいくつかの段階が存在する。そして、それら
は、互いに深くかかわりあって、次の段階に発展･継続していくのである。例えば、「周
りの長さが－定較らば、長方形のiii積はいつも同じかどうか」 という課題を取り上げて
みよう。具体的に調べると、 長方形の面積はさまざまに違うことが分かる。 どのような
時蕊最大になるのか調べる必要性が出てくる。ここで問題憲識が高まってくる。誇れば、
調べ方の見通し、最大に放るときの予測を立てることにも発展する。農分の計画に従っ
て解決Ｉこ挑戦することになる。このように、
されて発霞していくのである。この筋道にザ
を具に付けることができる。これが新しい蔦
て有効に機能することに芯ろ。
（３）教科醤を活かす指導の兀夫
そこには明確な筋道を立てた湾え方が形成
，この筋道に綴って、一連の解決のための追究過程の脈絡
これが新しい譲象に直徹したときに、｜翻題解決の仕方とし
①児童に自ら考えさせるために
一つの紫習課題に正繭から取り組み、 児童とともにじっくり追究するには、少なくと
も１単位時間は必要である。この学習の流れの中には、
まり、学習のまとめに至るまでの各段階がある。通常、
学習課題に対する問題意識1こ始
での各段階がある。通常、課題解決が終了すればそれで終
わりとされがちであるが、果たしてそれでよいであろうか。学習のまとめを綿密に符お
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阪うとすると、解決過程のスタートにまでさかのぼって、堵察の過程を振り返る必蕊があ
る。時には、このまとめと合わせて、学習課題のどこに疑問の目を持ち鴬どのように取
り組もうとしたか。また、どのような場面の問題点を克服して筋道に沿った考えを貰い
たのか、などに着目させたい。 ；
このような、 課題追究の全過程を、 教科響の展開の流れに沿って振り返ってみること
l獣極めて重要である。
②授業の創意工夫を図ろため腱
p、
授業には、教師のあくなき鰯憶工夫が獺に求められる。それは、児童の主体的な追究
欲求を高めるという一点に絞られると言ってよい。児童が闇らより優れた考えやアイデ
アを探りながら、よりよい解決をしようと最蕎の努力をする姿こそ、算数教育が求馳I綴
けてきた児童像といってよい。
教師は一連の課題追究の過程を児童とともに考えながら、過程における各段階で児驚
一人ひとりがどのような考えを出したか、より良い湾えにどう変容していったか、全過
程の流れに沿い枚がら振り返らせたいものである。
このことは、児童の湾えやアイデアがその後の学習の段階や発艘に大きく 賞献したこ
とに、児童をして気付かせることにもなる。
課題を解決するには、 どのよう な筋道の中で解決が図られていったのか、 －人ひとり
のかかわりの中で考えさせることができる。 こう して認児童の成就感は一層高められる。
１１． 仮説の設定とその桧証
研究の仮説
算数科の教科醤の最適な鱈かし方を追究すれば、
算数科の授業の充実を図ることができる。
1．披説の霊竃
教科書をよりどころとした指導を考えるとき、単に､｢教科鶏を使用する｣のでなく、
どのような状況下で、どのような視点から、どの程度どのような方法で教科書を取り上
げるのか液ど蕊いわゆる｢教科醤を活かすにとが必要である。篭の瞳とが教科譜を活か
す使い方に粒ろのであり、順次教科書の内容を指導する使い方とは熱水的Iご異なるもの
である。
この実現のためには、 教科霧を総合的に把握し、 よさや制約などの実態をとらえる必
要がある。 教科灘は限られた分驫の中に必要鍛小限の事柄を子供の発達や学習意欲を篝
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それぞれ工夫した順序で織成されている。 したがって、教科醤の内容腱教師の慮して、
指導のエ夫の余地をどのように按配するかが大きな鍵となる。 Ｈ
既習の考え方で新たな課題を解決する能力、子どもの主体l拘救課題追究の態度、 さま
ざまな鷲えの中から合理的なものを筋道立てて発見する見方｡ 考え方等、いわゆる数学
教禰議のよさを活かしな
5
的な考え方を身に付けろという算数科の目標に迫るためにも、
…
鯵より有効粒指導の在り方を見Ⅲすこと力籟要である。 それは日々の授業を充実すがら、
ることにほかならないからである。
以｣乱のことから、標記の仮説を設定した｡
2．仮説の検証
われわれは、実践捜業によって教科書の活かし方を遥究し、子どもの理解を深める充
実した授業を目指すことによって、先の仮説の検証を試みようと霧えた。まず、授業実
賎での子どもの学習の様孑崔取り上げてみよう。
この奨践授業を進めるに当たっては、 調費委興である６人の校長先生によって教なお、
先に示した６つの熱水的観点に卵した実銭授業科醤会社６剥萬を１社ずつ分担してもらい、
奨践授業に当たっては、基本的な観点と教科轡のを校長先生自ら展開していただいた。
活かし方に対する考え方を明確化した鳧上で、 撮導の実|際の具体策を十分に検討した。 さ戦
らに、実践授業の教科霧の活かし方について１つには、子どもの反応から､２つには、
科惑の基本的観点から、それぞれ見た仮説の検証という視点で分析していった。
各学年の指導の実際はおよそ次に示すようであった。
１年蝋の｢たしざん(2)｣では定着を図る擶導の段階であったが、９＋４などの計算が確
実にでき、しかも１０の補数関係に着目しながら計算の原理に基づいて考えようとする子
どもの態度がよくうかがえた。 特に計算技能を－１霞確寵にするため、 教科鵜の解説ぺ_
ｼﾞの計算方法の発見過穏を重視して指導したのが印象的であった。 教師は１年生なりの
子どもの考えを大切にしながら一人ひとりの考えを活かすことに努力していた。
日年生の｢かけざん九九のひょう｣では、乗数が1蝋えると積が被乗数だけ増えることを
活用することができるとともに、
ある。子どもは概魍解決に際し
乗法の交換法則がI茂り玄つことが分かるのがねらいで
｢前に勉強した総菜を使ってもよいですか｣などと、題 際して、
教師に質問をし最初から活気のある捜業となねた。また、ｓｘ５＝５><３ぱどいくつかの
式の事例にそって、かけ算ではかける数とかけられる数を交換しても結果は変わらない
こと、
した。
つまりかけ算では交換法則が成立することを子ども自身がアレイ図を附いて説l明
よこ腱見たどのいくつ分が、 熱心に説たてに見たどのいくつ分と同じであるか、
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さらに､３年生の｢三角形と剛では、前時までの算数的活動で作成した様様な這愈形を p、
(''１問分けできないか考えさせることに集中させて、２つの辺が等しい、 3つとも辺が等し
いことに着周させながら分類する過程を:重視して膳開していった。終盤近くで三角形の
形の特徴砿、「三角形の向きには関係がない」「向きはどうでもよい」「辺の長さの関係が
大切なのだ」など、 教師が予想もしなかった子どもの発言があった。
４年鱗の｢かわり方」でば、まわりの長さが24ｃｍの長方形や正方形をつくり、たて･よ
この長さの変わり方を調べる場面である。子どもはたて･よこの長さの和が12ｃｍである
ことに気が付き謎さまざまなたて・よこの長さの組を作り（順淳対人やがて△十○＝
１２という式の関係を発見した。
５年生の内容の｢少数のかけ算』では、Ｘ２ｘ３８の立式をするのに、数直線やことばの
式を活用して考えようと自分蔵りの根拠をもって努力をしている子どもの姿がとらえら
れた。これまでのかけ算とどこが違うのかを考えさせながら、3.8ｍ買うには今までのよ
うに同数累加ができないことに気付いていった。
また蕊5年生の｢順々に調べて』では､長方形を順々に月つに折るとき､6画折ったときの
折り目の数を考えさせる場面を取り上げた。伴って変わる２つの変数を意識させながら、
(折った数と折り目の数）（折った数と長方形の数）などに子どもたちは気付いてざまざ
まな発言が出て盛り上がった。 表にしてみたらどうかなどの懲見も、 子どもの讓想であ
つた｡
このように、 どの授業も子ども力轄発に瀧動する躍動感のあるものとなった。 授業で
の子どもの反応については６つの授業を総合的に見ると、 およそ次のように表現す盾こ
とができると湾える。
どの学年の授業においても子どもが意欲的に学習に参加して、１． 生き生きとして躍動
藤のある学習活動を腱鮒することができた。
2．授業終了後、子ども自身が授業が楽しかったとい う実感を授業者や参観者に話した
り、学習ノートに記録している。
3．子どもたちは具体的に｢きまりが発見できてうれしかった」「正三角形蔚二等辺蕊角
形のなかまができたときはうれしかった」など、学習の楽しさを率直に畿現している。
4．子どもの学習反応のに'二'に、教師が予想もしなかったすばらしい反応が出るなど、子
どもが主体鯛に考えている姿が見られた。
実際に長方形の紙を折って調べ、５． 針金とビニルで三蝿形を作った。 その後で教科灘
活動ｊが楽しかの図と比べたり、 作りながら老えたりしながら、 いわゆる「算数的な活動」
3４ 〔１３１
；算数科におけ愚「教科霞の活かし方」に関する調査､焼 ！
lｉ
ったと指摘しているｃ
以上述べたように子どもの確か葱反応が得られたことから、 教科書を活かす工夫と駅
究をすれば、
れ鳧仮設がI
充実した授業を展開することができることがほぼ明らかになったと考えら
が正しい属とが実証されたととらえた。 脾財毎Ｍ砂
財
】
ＨＬ教科書醤活かす具体的な手法
前述のような結果が得られた背景には、 教科書を詳細に研究し、 可能な限りの準術と
そこで次に、教科響指導をすることによってはじめて実現できたことと認識してい愚。
を活かすには具体的にはどのような手法力轌えられるのか、 その実際を例項厨的に列挙
このほかにも多くの事柄が考えられようが鳧一例として示したものであ鳥。しておこう恒
盆
嵐】教科書の単元展鰍の論畷の明確化
教科書の単元展調の筋道を十分に理解したうえで､それを念頭において指導する｡教科
響では単元全体を通して､各小単元の関連をはかりながら一定の論理で筋道立てた溌開
をしている。時に応じて､児童の反応に応じた多少の変動はあろうが､基本的には教師は
その筋道を予め承知しておき､それを基醗として柔軟に対応できることが効果的である。
[２]教科書を開くタイミングの工夫
教科灘は子どもの学習に卵して最低限の学習内容を単習精報と して取り上げる必蕊が
あろう。しかし、だからといってそれをダイレク 卜に取り上げては数学的な考え方や冒
ら請えさせるという立場から見ても望ましくない。これは教科瀞の内容を取り上げる前
段階で、子どもたち｛
ものであろう。特に、
どもたち自身に十分考えさせ、 その湾えとの比較検討の中で取り上げられる
少人数化している最近の学校状況では、 教科書の内容を補う璽要
鞍発言者とも救り得る。
[３]単元、ｌ嘩元籍の板謹の工夫
単元には『たしざん(ＸＬＭかけざん｣電｢順序よく考えて｣など学習内容を示唆する褒題
をつけている場合が多い。これはこれで意義のあることであるが、扱い方によっては畷
初に教科譜を開く場合には、むしろタイトルがない方がよい。そこで教師の工夫として
タイトルを消した挿絵や情景図などを実物投影機による投影または拡大資料図として示
し、子どもに考えさせるなどの工夫をする必要がある。こうした対策をとることIこよっ
で教科書に戻ったり、教科書を開いたりする際には、指導上重要な影響を持つものと考
えられる。
[４]図解や説明図の有効な扱い
[１４Ｉ 3８
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分数や小数についての加減乗畭に関す愚計算原理を理解するなどの場合に、図解など
の説明図は、その理解を助けるのに極めて有効である。だからといって、教科書の図解
にそって一斉指導で取り扱おうとすると、教師の一方的な説明になりさらに子どもにと
再
押
⑫
って理解が醐難に粒る゜つまり、ことばと鳳解が対応しなくなってしまう。したがって、
教師の負担は増大するが上記のような手逝てを講じ、具体的な説明力瓢部にわたって明
解であるように工夫したい。
目
[５]児童の思考過程腱即した内容の取り扱い
学習問題、その解決の鶴眼点、解決に至る様々なアプローチなど、教科譜の１ページ、
見開き、裏のページ戦どに必要な祷報や毒え方などが整理されている。教師はその意図
を…|分に理解した-kで、教科識に戻るタイミングなどを適切に判断することが求められ
る。さもないと、課題は明確になったとしても、その解決のための手立てをすべて教科
欝から受け取って、自ら考えるという鰯も璽要戦部分が欠落してしまうことになりかね
ない。その懲味から、教科響の展鮒の意図を-ﾄｰ分に把握したい。
脚児議の多様な考えを繭蝿する方策
自力で解決させる場ilIi、課題解決を通して学習のまとめを湾える場禰など、問題解決
に当たって子どもの主体性や創造性を発lfliする邇婆な場である。このとき子どもの考え
を数多く出させ、そのｉｌＺｌのいくつかを鍼111にしながら、よりlilli値のある考えに気付かせ
ていく。その過醗力轍学的な考えに接近するうえで鰯蕊に鞍る。その際、教科書に示さ
れる典型的な考え方が含まれてい救い場合催、教科鵜を活jiLてその考えも考慮した''１
で考えると考え方の幅がかなり広がってくる。
[７]単元展開Iこ示される反応例の活用
多様な解決法に挑ませる場合、教科譜から蝋Lて課題解決中心の腱開になることが多
い｡その過麗で子どもは多様な考えを出し、その追究過瀧で大きな学習のまとまり力城
立する。これと合わせて、これを教科醤ではどのように解決していったのかを併用して
比較・考察させると、これまでの話し合いが－鰯深まったり、新しい見方が加味された
り、より綱広<統合したりして考えることが可能になる。こうして、教科議も子どもの
鐵璽な発言者として取り扱うことができるのである。
[8】児童の疑問や問題意識の繍揚
教科懇では様々な事象をかなり数理的に整理した形で算数の問題場繭を提示している
ことが多い。これば教科苫の特性であり、避けることのできないものである。一方、ｉｆ
どもの辮象に対する問題意識はそのままではまだ教科i1$の'１１}題レベルまでには達してい
ばい･ここＩこ、導入の方法など鱗どもの獅題意識高揚にかかわる教iIiiiの手腕が大きく求
められることにばる。そこで必要になるのが教Hiliによる子どもの学習準倣状況、学習経
6秘 [１５］
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：
それを手がかりにして導入の話し合いを教師は-{-分に用意する蟻要が験の把握であり、
ある。そのため！ §“は葛スライド､Ｏ葦P、OHC、VTR篭写真、絵画などの活用を図りなが
ら、算数的な活動を取り入れ、子どもの自由ぼ気付き、発想、疑問などを広げることが
大切である。 Ｚ
[9]｢数学的な考え方｣に対するねらいの明確化
教師は単元の指導を通してどのよう趣数学的な考え方を子どもに養おうとしているの
力､を念頭に置く必要がある。単元展開に際して、子どもＩこ何が達成されたらよいのか、
絶らいを明確にすることは指導にとって欠くことのできないものである。このねらいに
ついては事柄を知ったり、技能を身に付けることも大釦だが、より璽蕊なのはその背後
にあ為、子どもにどのよう粒考え方が定着することなのか､どのような数学的な考え方が
門】
身に付けばよいのか､の問題が重要である。そのためには本単元の関連議項を明確にし、
これまでのどのような数学的な考え方が関連しているのかを聡らかにする必要がある。
【10]蟻元慶職における教師の補足
指導・展開する。教科教科醤の解説ページの中で省略されている勤禰は何かを考え、
譜には学習展開にかかわる子どもの追究過程のすべてを記すことは不瓢能である。した
がって、追究過程の主要粒部分が筋道立てて示されることになる。しかし、紙面の制約
示さない方が効果的な場合もある。 したが等からかなり省略される部分もあり、 霞だ、
どこで時間を取るか、どこを考え教師は教科書の展開の流れを十分念頭に入れ、って、
が大切である。ン卜は何かなどについて明確化することさせるか指導すべきポイ
【１１]本時指導に関する基礎・擬本の明確化
これまでの関連蝋元の中での既習騨項や肉子どもに数学的な考え方を育成する腱は、
容を明らかにしてそれがどのような脈絡の中で関連しているのかをとらえることであ
る。その既習事項は、その甑蕊な部分としては基礎･基本ということになる。つまり、前電 主 基礎．
数学鯛な考え方として、後の単元の蕊礎･基;rli§をlﾘ;らかにすることが重要なことになる｡
とが求められる。この基礎 ･基本を重要視して分析する連
[１２]中心的な内容に即した思考場面の設定
算数の学力は育たない。ましてや、数教科霧のページにそって順次撮導するのでば尉
その持闇のねらいに応じて使いこなすこととい学Iyiな考え方は育成されるわけはない。
ってもよい。教科響の純をどのよう較形で活かすのか、価に気付かせ、何を考えさせる
のかなどか数り多くの戦柄がある。それを順序良〈、筋道立てて処理させるのは教師の
このように教科書を活かすにばかな りの研究が求められ愚。手腕といえる。
[Ｘ３]学習のまとめに至る考え方の重視
端的にまとめることもできればことばを中心に学習のまとめの仕方は一様ではない。
3］[１６１
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まとめることもできる。しかし､大切なのは、１時間癒り数時鶴itjm学習してきた考え方
や筋道立てて追究してきた結果に至るまと酌方である。それを考え方としてまとめるこ
とができればそれは次の学習の場面に活用されるものの見方・考え方として機能するの
である。このように学習のまとめについては、それに至るプロセスを十分に補い、考え
方を重視して指導する運とが重蕊である。
[14]練響． ドリルの効果Ht1な手法
練習やドリルについては、多くをこなし、時間をかければ身に付くというものでは葱
い゜身に付くとは学習に活用できるように定着することであるといってよい。蕊は漏用
される学力となることである。鯛に計算結果力球められても適切に活用できなければ意
味がない｡加減乗除の筆算のアルゴリズムが円滑に処理でき、しかも場爾に応じて正確
に立式でき、問題の解決ができることである。したがって、形式だけではなく、内容と
常に通勤しながらの理解を重視して、露より質に着目した練習・ドリルを考えたい。
[１５]問題解決過程の全容把握による考え方の深化
Ｘ
単元の学習が終了した時点でそのままとせず、問題解決に当たって数学的な考え方が
どのように解決に機能したのか、子どもの発想や慧想がどう活用されたのか、また、学
習課題の認識に始まって､既習の考え方の適用認問題点の克服､多様な考え方のⅡ今味、よ
り有効な考え方の発見やまとめなど、課題解決一趣の過程の全容を子どもに把掘さ登る
ことが重要である。これによって、事象の考察の仕方が深まり、新たな事象に直面した
とき鋭い問題解決力となって機能することであろう。
1V・研究の結果
教科醤のねらい、単元展開の基本的な考え方、学習過濃に沿った内容の扱い方などを
研究することによって、子どもの実態や思考に即した学習展鮪ができ、しかも子どもの
意欲的な追究態度を促すことができると考えられる。
そこには、子どもの主体性・創造性が豊かに生まれ、活気にあふれ躍動感に満ちた充
実した授業力城立する。教科書を活かすための研究を進めるには、かなりの時間をかけ
て基本的蔵事柄から雛究する必要がある。そうでなければ成柴を上げるような活かし方
を導き出すことは不可能であろう。今回の研究では授業実践の結果や子どもの反応を数
鐵的に把握することはできなかったが、何らかの機会には、そのような精綴なアプロー
チが必要だと考える。
このような教科書を活かす研究こそが、やがて算数科という教科に限らず、 日々の授
業の質的向上を翻るための溌礎を培うことに癒ると考える。
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その上で実践指導を行った成果を実本研究は､具体的趣算数科の教科誉を調蜜研鑑し、 潔
撒
証的に検証する過程を含めて研究したもので、いわば調査研究の理論編と実践編とによ
って織成されている。具体的な実践指導には東京都内のﾉI隼校の校長先生方６鍋に依頼
して授業をしていただき、その癩導の記録をまとめ、２無間の研究巻整理し、「学校教育
理論編とその総括的な内容に楠研究所年報第44号』に掲載されたものである。今回は、
足翻嘘より分かりやすく具体的にしたものである。実践編を掲載するlこは教科譜会社
6社を公正・公平に扱う必要があり、また本誌ページで更に約4Gページを要することか
ら割愛せざるを得趣かつた｡したがって、その内容については年報第44号でご覧いただ
きたい。ここに指導i者として授業をしてくださった校長先生方のお名繭を御紹介してお
きたい。 松
茂
藤
部
瀬
赤
志
伊
麗
艤
榮
旬
孑
幸
威
一
健
暁
保
光
蕊
元新楢区立落合第三小学稜長
目黒底立緑ヶ丘小学校長
恩祓区立北三谷小学校長
江戸川区立清新第一小学校長
品｣'1区立廷111小学校長
港厩TI芝小学校長
以上６名の校長先生方である。
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